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オーダーメイド システムの使用経験
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１。 はじめに

公立陶生病院の図書室は、現在１名の実務担当

者が業務を行っており、ほぼ全業務をコンピュー

ター化している。パソコンは２台設置されており、

うち１台を図書システム専用機として用いている。

病院図書室は、連日業務に追われる臨床第一線

の医療従事者が利用対象であるため、その情報要

求も多様・直接的であり、何よりも迅速さが求め

られる。人、場所、予算等に限界を持ちながらも

そのような要求に応えていくためには、コンピュ

ーター等を活用して業務の省力化に努め、情報要

求に対応していけるような体制を作ることが必要

だと考える。

当院の図書室は、当初よりコンピューターとは

不可分の関係にあった。その導入経過を紹介し、

システムの機能を概観する。そして、当システム

の利点・問題点を挙げ、システムの今後について

も触れながら、病院図書室におけるコンピュータ

ー化の一例を紹介したい。

２． 導入経過

当院の図書室は、昭和６２年の全病院的な増改築

の竣工時に独立したスペースを与えられた。所属

も庶務課から医務局医療情報部に移り、担当者１

名が配された。さらに、当院はトータルオーダリ

ングシステムを全面的に導入したため、院内各部

署の業務はことごとくコンピューター化された。

図書室のコンピューター化もその一環として始め

から計画に組み込まれており、しかもオーダリン

あおやま まなみ：公立陶生病院医療情報部図書管理室

グシステムがオーダーメイドで構築されたため、

図書システムも同じくオーダーメイドとなったの

である。

当初は重複発注を防ぐための所蔵チェックが容

易にできることと、オンライン文献検索を導入す

ることが主目的であったが、システム構築の過程

で業務全体を網羅することになった。したがって、

ある時期には、図書室業務の整備とコンピュータ

ー化とがほぼ同時進行で行われていた。既に行わ

れている業務の現状分析をした上で、どの部分を

コンピューター化していくかを検討したのではな

く、コンピューターを使うことを前提に図書室で

どのような業務を行っていくのか、いけるのかを

検討していったのである。こうした時期は、図書

室業務が独立した業務として確立していなかった

故の暫定期であったのだが、システムの拡張性に

優れている、つまり随時、容易にシステムの変更

が可能なオーダーメイドシステムの採用は、当院

の図書室にとっては誠に都合がよかったと思う。

３． システムの概要

図書室の独立時に稼動を開始した図書システム

は、運用面での担当者の負担が大きかったため、

昭和６３年に全面的に：再構築された。そしてさらに、

平成元年から図書室業務の見直しと同時進行の形

で再度改良を重ね、現在ではほぼ完成したシステ

ムが稼動している。

現システムでは、発注・受入、貸出・返却、蔵

書管理、雑誌管理、統計処理など、図書室業務を

ほぼ網羅している。オンライン文献検索をはじめ

とする参考業務とその管理、患者用寄贈図書の管

理、職員の業績管理や文書管理は、図書システム
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には組み込まず、市販のデータベースソフトを用

いて別のパソコンで行っている。図書システムに

用いているのは日本ＵＮＹＳＩＳＢ１０Ｓ（２０Ｍハードデ

ィスク内蔵１６ビットパソコン）で、システムの プロ

グラム本数は約８０本である。もう１台は ＮＥＣ

ＰＣ－９８０１ＲＡ（８０Ｍハードディスク付き３２ビット

パソコン ）で、通信、ワープロ、データベースな

どのパッケージソフトを用いている。

図書システムは資料管理、利用管理、情報検索

の３機能に大別され、その機能は以下の通りであ

る。

（１） 資料管理

資料管理は、書籍発注・資料登録・蔵書整理・

分担入力・雑誌管理・製本発注の各システムに分

けられる。

１） 書籍発注システム

まず、年に１度各部署から提出される「 資料購

入申請書 」から、①書籍発生＾録を行い、②購入

希望図書一覧（ 院内決裁用 ）を作成する。決裁後

改めて③資料発注リスト（ 書店用 ）を出力する。

予め④発注先登録を行っておく。

２） 資料登録システム

資料が納品されたら、①受入処理を行い、発注

ファイルのデータをマスターファイルに移行する。
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料区分・分類順資料台帳、⑥分類・洋和順資料台

帳、⑦蔵書構成表）

４）分担人力システム

システムのバージョンアップ時など、データ人

力・修正を複数台の機械で行う場合に使用する。

まず①人力指示シートを出力し、それに従って②

修正ａ録を行う。③マージデータチェックリスト

を出力して入力されたデータを点検し、④データ

マージ処理をして親機のファイルに一本化する。

５） 雑誌管理システム

タイトル情報は、年始に製本単位でマスターフ

ァイルへ仮登録をしておく。各号が到着したら①

雑誌受入登録（ 特集記事登録 ）を行い、定期的に

⑧欠号検索、或いは③受入明細雑誌台帳から書店

への督促状を作成する。また④新着雑誌リストや

⑧特集記事索引リストも出力できるが、これらは

リスト出力と同時にテキストファイルにデータを

おとした後、ＮＥＣ機にてエディター等を用いて

自由なフォーマットで編集することができる。

６） 製本発注システム

製本はまず①製本発注登録を行い、④製本発注

リストを出力する。受入は、③製本受入一括処理

で仮登録から本登録へ移行する。仮登録のデータ

は④未製本雑誌リストにて出力する。

必要なデータを入力・修正し、②書誌情報登録を （２） 利用管理システム

行う。書誌情報の人力項目は、日本目録規則の第 資料の貸出・返却は、原則として①貸出・返却

二水準に準拠している。ローカルデータとしては、 処理にて行い、長期の部署貸出は件数が多いため、

蔵書構成表や各種リストを出力するのに必要とさ ②長期貸出継続処理を行う。③短期・長期貸出リ

れる項目を設定してある。次に③図書カードとコ スト（ 貸出日順 ）、④短期・長期貸出リスト（ 利

一トラベル、背ラベルを自動作成する。 用者別 ）、⑤期限切れリストなど各種リストが出

その他、予め④分類主綱目登録（ 分類はＮＬＭＣ 力できる。予め利用対象者は⑥利用者登録をして

を採用している）をし、必要があれば⑤コード番 おく。

号欠番リストを出力する。広報としては、院内誌

に載せる⑥新着図書リストを定期的に出力する。 （３） 情報検索システム

３） 蔵書点検システム 所蔵資料については、①書籍名検索と②特集記

年１回行う蔵書点検は、利用者から資料の返却 事検索ができ、リスト出力も可能である。

をしてもらった後、①在庫管理リストを出力して

点検を行う。長期の部署貸出や前回の紛失資料は （４） 消耗品備品請求システム

マーキングされている。点検後、②紛失ぼ録を行 ホストコンピューターとのデータ通信によって、

い、③紛失資料リストを出力する。さらに各種資 ①消耗品備品請求登録、②請求品目照会を行うこ

料台帳を出力する。（ ④コード順資料台帳、⑤資 とができる。
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（５） 保守、その他

①データバックアップ、データトラブル時の②

ファイル再編成作業、③フロッピーＤＩＳＫ初期化

などができる。

４。 評 価

当院の図書 システムの弱点は、検索 システムと

雑誌管理システムであ る。検索 システムについて

は、ハードの性能やプロ グラム言語（Ｂ－ＢＡＳＩＣ）

の制約で、処 理スピードが著し く遅 く検索できる

項目 もわずかであ る。雑誌管理システムについて

は、タイトル情報 と各号詳細 盾報 との階層化がと

れておらず、製本単位を想定し ての処理で、当院

独特な扱いになってい る。 これについての改良に

はかなり大幅な変更が必要で、 他のプログラムに

与える影響 も多 大なため、改良は次期システムに

譲 ることにしてい る。前者については、ハード・

プロ グラム言語の選択権がなかったため、 どうに

もならなかった部分であるが、後者については、

基本設計の段階での要求定義が うまくできなかっ

たこと、雑誌管理業務の理解が足 りなかったこと

などによる。

オーダーメイドシステムは、個々の図書室の業

務ごとに きめの細かい対応がで き、業務 に合わせ

ての改良が比較的容易であ るという利点を持って

の最低限の知識 － どういった段階、手順で進め

られ、各段階においてユーザー側は何をしたらよ

いのか、どういう情報を提供していったらよいの

か等 － は持っていることが必要だと思う。

当図書室のように、コンピューター化と図書室

業務を整備する作業とがほぼ同時進行するという

のは、決して好ましいものとはいえないかもしれ

ない。しかし、業務の取捨選択、各業務の必要性

から具体的な実行方法まで、自分自身で納得する

だけでなく、図書室業務については予備知識があ

まりない第三者（ 担当ＳＥ・管理者など ）に説明

し、納得してもらうという必要に迫られたことは、

業務をシステマティックに見ていくという点で、

とてもよい訓練になったと思う。

コンピューター化の最大のメリットは、言うま

でもなく、一旦入力したデータを必要に応じてさ

まざまに利用できるという点である。当院でも、

一度入力したものは絶対重複入力しないという大

前提に立って、資料の発注時に入力した書誌デー

タを受入時に補い、後はカード・ラベルの出力か

ら貸出、新着案内、統計、蔵書点検まですべて賄

えている。要は、適切なデータ入力さえされてい

れば、後の出力はリストにしろファイルにしろ、

プログラム次第で自由にアレンジすることができ

るのである。

いる。最初は簡単な資料登録・雑誌登録・貸出・ ５． 結 ぴ

蔵書整理から出発し、分類作業が完了した時点で

カード・ラベル自動発行機能を追加し、発注業務

を行うようになれば発注システムを作成し、とい

うように図書室の器に合わせて無理なく対応する

ことができる。

ただし、そのような利点を活かすためには、担

当のシステムエンジニア（ ＳＥ ）と細部にわだっ

ての徹底した打ち合わせが不可欠である。ＳＥが

図書室業務に詳しい場合は別として、担当者の要

求定義が曖昧であると、いろいろと食い違いがで

てきてしまう。しかし、その反面システム開発の

プロとしてのさまざまなアドバイスは傾聴に値す

ることも多く、ひとりよがりなシステムになるの

を防いでくれる利点がある。よい協力関係を持つ

ためにも、担当者としてはシステム開発に関して

現在、当院は再度全病院的なコンピューターシ

ステムの再構築に取りかかっている。図書システ

ムも新システムの検討に入っており、平成５年中

には稼動する予定である。 新 システムでは、ま

ず第一に弱点の克服と各機能のレベルアップを図

り、次に外部データベースからのデータの取り込

み、バーコードの採用などを検討している。また、

ＣＤ－ＲＯＭ の導入や利用者検索用端末の設置など、

利用者サービスでもコンピューター化できる部分

を順次検討していき、少しでも直接的な人的サー

ビスを行う余裕を作り出していければと考えてい

る。
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